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る方法を提案し，2 種類のディジタルゴースト透かし方式（1 つの N 点 DCT を行う方式 I と，2
つの N/2 点 DCT を行う方式 II）について定式化する．テスト画像に対して，SNR=40[dB]とな
る混合率|a|を求める計算機実験を行った結果，推定法による|a|の理論値と，従来の反復処理に
よる|a|の実測値は，方式 I，方式 II ともに小数点以下 2 桁まで一致した．そして，そのときの
SNR の理論値と実測値の誤差率は方式 I が-0.125[%]，方式 II が 0.4[%]という小さな値であった．
次に，上記の推定法を用いて，SNR=40[dB]となる透かし入り画像を生成し，その透かし入り
画像に対して基本的な攻撃（JPEG 圧縮，白色雑音付加，クリッピング）の耐性を調べる計算機
実験を行った．その結果，系列の分割法に影響を受けやすい JPEG 圧縮攻撃では，方式 I が方式
II に比べて相対的に高い耐性を有するということが明らかになった． 
 
